
　
森
吉
四
季
美
湖
ま
つ
り
が
、
６
月
22
日
に

森
吉
山
ダ
ム
周
辺
を
会
場
に
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ヌ
ー

体
験
、
ダ
ム
の
見
学
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
秋
田
大
学
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
」
が
、
き
れ
い
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
会
場
に
響
か
せ
、
地
元
で
活
躍
す
る

「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
」や「
北
の
杜
音
楽
団
」

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
歌
や
演
奏
を
披
露
し
て

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
13
の
出
店
が

立
ち
並
び
、
来
場
者
は
森
吉
牛
や
細
越
う
ど

ん
な
ど
、
地
元
の
多
彩
な
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ダ
ム
の
内
部
を
見
学
す
る
「
ダ
ム

探
検
隊
」
や
ダ
ム
堤
体
登
り
、
カ
ヌ
ー
体
験

な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
青
空
の
下
で
思

う
存
分
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲地元の料理を買い求める人でにぎわうイ
ベント会場

ダムを活かしてにぎわいを ●森吉四季美湖まつり

　
「
大
太
鼓
祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

八
幡
宮
綴
子
神
社
の
例
大
祭
が
７
月
14
日
と

15
日
に
行
わ
れ
、
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大

太
鼓
が
ご
う
音
を
響
か
せ
て
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　
本
祭
り
の
15
日
に
は
、
棒
術
の
使
い
手
を

先
頭
に
、
仕
切
り
役
の
露
払
い
太
夫
、
団
旗

や
槍
、
鋏
箱
を
持
っ
た
奴
、
裃
に
陣
笠
姿
の

侍
な
ど
の
出
陣
行
列
が
上
町
の
北
端
を
出
発
。

直
径
３
・
８
メ
ー
ト
ル
の
太
鼓
な
ど
３
張
の

大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
神
社
に
向
か
い
、
境
内
で
獅

子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
地
元
の
人
や
大
勢
の
観
光
客

が
詰
め
か
け
、
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
を
聞
い

た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

▲多くの観衆が見守る中、集落内を練り歩
く出陣行列と大太鼓

ごう音響かせ練り歩く ●八幡宮綴子神社例大祭

　
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会
が
、
６
月
29
日

に
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で

開
か
れ
、
市
内
27
分
団
の
う
ち
14
分
団
と
女

性
消
防
団
員
の
合
わ
せ
て
３
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
訓
練
大
会
は
、
消
防
訓
練
礼
式
及
び
消
防

操
法
を
習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の

強
化
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

規
律
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、

鷹
巣
地
区
２
隊
、
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
地
区

か
ら
各
１
隊
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
は
、

各
地
区
１
隊
ず
つ
出
場
し
、
操
法
の
正
確
さ

や
機
敏
さ
を
競
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
日
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
団
員
た
ち
は
審
査
員
や
他

チ
ー
ム
が
見
守
る
中
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。▲小型ポンプ操法で日頃の訓練の成果を披

露する団員

雨に負けない機敏な動作 ●市消防団消防訓練大会

　
第
42
回
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
の
大

豆
集
団
の
部
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
農
事
組
合
法
人
坊
沢
営
農
組
合
（
長
崎

克
彦
・
代
表
理
事
）
の
代
表
者
が
、
６
月
27

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
同
共
励
会
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
な
ど
の
主
催
で
昭
和
47
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
先
進
的
で
他
の
模
範
と
な
る
豆
類
生

産
農
家
及
び
生
産
集
団
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

坊
沢
営
農
組
合
は
技
術
や
経
営
の
改
善
、
６

次
産
業
化
に
よ
る
豆
腐
の
販
売
と
消
費
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
代
表
は
「
気
候
な
ど
の
不
利
な
条
件

の
な
か
で
、
構
成
員
全
員
が
排
水
対
策
等
を

頑
張
っ
て
く
れ
た
結
果
だ
と
思
う
」
な
ど
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▲津谷市長に受賞を報告する長崎克彦代表
理事と石井文雄副代表理事

６次産業化の取り組み評価 ●坊沢営農組合が農林水産大臣表彰を受賞

　
北
秋
田
市
消
防
団
が
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
を
受
け
、６
月
25
日
に
金
田
咲
美
・

消
防
団
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に

受
領
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
か
、
団
員
を
増
加
さ
せ
た
消

防
団
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
。
北
秋
田
市
消
防

団
は
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
婦
人
消
防

隊
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
市
消
防

団
に
組
織
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
団
員
数

が
７
６
９
人
と
一
年
間
で
34
人
の
増
員
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
は
初
め
て
の
受

領
と
な
り
ま
し
た
。

　
金
田
団
長
は
、「
今
後
も
ほ
か
の
消
防
団

で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
団
員
確
保
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。

▲津谷市長へ感謝状受領の報告をする金田
咲美消防団長

消防団員の増員に尽力 ●市消防団に総務大臣感謝状

　
未
来
ま
で
四
季
美
湖
に
桜
を
残
そ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
６
月
24
日
に
森
吉
山
ダ
ム
周

辺
で
行
わ
れ
、
緑
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

グ
リ
ー
ン
メ
イ
ク
と
森
吉
四
季
美
湖
を
守
る

会
、
前
田
小
学
校
の
児
童
ら
が
、
１
５
７
本

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
０
０
本
の
桜
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
ら
は
、
自
分
の
背
丈
よ
り
大
き
い
苗

木
を
丁
寧
に
植
え
、
植
樹
し
た
桜
の
横
に
児

童
た
ち
の
名
前
を
書
い
た
木
札
を
立
て
、

「
じ
ょ
う
ぶ
に
そ
だ
っ
て
ね
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
添
え
ま
し
た
。

　
植
樹
終
了
後
に
は
、
イ
ワ
ナ
と
サ
ク
ラ
マ

ス
の
稚
魚
３
千
匹
ず
つ
を
ダ
ム
湖
に
放
流
し
、

環
境
保
護
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。▲大人の方々から指導を受けながら植樹す

る前田小学校の児童

新たな桜の名所に ●未来まで四季美湖に桜を残そうプロジェクト

か
み
し
も
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